
佐渡トキツーデーウオーク2013
　10月19日㈯・20日㈰、佐渡トキツーデーウオーク2013が開催されました。
　両津・新穂地区を歩く「佐渡両津・トキとの出逢いのみち」と相川地区を歩く「佐
渡相川・金銀山の歴史のみち」にあわせて376人が参加し、トキが舞う佐渡の自然
を満喫していました。（13ページもご覧ください。）
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■
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
仲
間
入
り

　

佐
渡
市
を
含
む
「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会（
会
長
：
甲
斐
元
也
佐
渡
市
長
）」

が
進
め
て
き
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
が
、
９
月
24
日
㈫
に
開

か
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
で
正
式

に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
佐
渡
市
役
所
に
設
け
ら
れ
た
特

設
会
場
で
待
つ
甲
斐
会
長
が
認
定
の
知
ら

せ
を
受
け
る
と
、
関
係
者
か
ら
は
歓
声
が

自
然
と
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

■
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
地
質
や
地
形
な
ど
の

地
球
活
動
の
記
録
を
保
全
し
て
研
究
教
育

に
生
か
す
と
と
も
に
、
地
質
や
地
形
の
な

り
た
ち
や
、
そ
れ
ら
と
人
の
暮
ら
し
の
関

わ
り
を
実
感
し
て
楽
し
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
が
こ
の
仕

組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
地
形
、
地
質
な

ど
地
球
に
関
す
る
素
晴
ら
し
い
自
然
遺
産

に
加
え
て
、
大
地
に
つ
な
が
り
の
あ
る
文

化
遺
産
が
あ
り
、
そ
の
良
さ
を
訪
問
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
活
動
と
、
そ
れ
を
継
続
し
て
運
用

で
き
る
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
国
内
版
が
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｇ
Ｎ
）

で
す
。

■
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
役
割
と
責
任

　

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
自
然
遺
産
の
保

全
、
学
習
・
教
育
へ
の
活
用
、
ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
仕
組
み
作
り
・
実
施
と
い
う
３

つ
の
柱
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
を
見
つ
め
直
す
公
園
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
認
定
審
査
で
は
、
世
界
文
化
遺

産
へ
の
登
録
、
国
内
で
初
め
て
登
録
さ
れ

た
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
を
は

じ
め
と
す
る
特
徴
的
な
ジ
オ
多
様
性
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
島
で
、
佐
渡
の
形
成
史

や
生
態
系
、
そ
し
て
、
歴
史
・
文
化
の
ス

ト
ー
リ
ー
性
な
ど
を
合
わ
せ
持
つ
点
な
ど

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
学
校
教
育
と

社
会
教
育
に
お
け
る
取
り
組
み
と
調
査
研

究
の
活
動
に
つ
い
て
大
き
な
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
地
に

類
を
見
な
い
魅
力
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
作
り

を
進
め
る
た
め
、
市
民
と
参
画
し
な
が
ら

各
ジ
オ
サ
イ
ト
の
整
備
を
進
め
、
島
に
残

る
貴
重
な
資
産
と
人
々
と
の
営
み
が
一
体

と
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
を
は
じ
め
、
佐
渡
を
訪

れ
る
人
々
が
楽
し
く
学
べ
る
空
間
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
た
認
定
地
と
し

て
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

日本ジオパーク認定、決定！
～楽しく学べる島、もう一度行きたくなる島へ、佐渡ジオパークから魅力を発信～

10/15隠岐大会
での認定証授与
（上段右）、市民
講座の様子(上段
左)、9/24認定決
定の瞬間 (下段
右)、道遊の割戸
(下段左)



佐渡にあるジオサイト
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～楽しく学べる島、もう一度行きたくなる島へ、佐渡ジオパークから魅力を発信～

首都圏佐渡連合会から 
寄付金贈呈
　このたび、首都圏を中心に活動を展開し
ている首都圏佐渡連合会の坂田正通会長か
ら、日本ジオパークの認定を記念して、佐
渡ジオパーク推進協議会の甲斐会長へ寄付
金が贈呈さ
れました。
　寄付金は、
今後の佐渡
ジオパーク
の推進事業
に活用させ
ていただき
ます。

①海府北部ジオサイト
佐渡の中でも最も古い地層が見られます。
その海岸線はとてもきれいです。

②海府南部ジオサイト
大昔、まだ日本海が湖だったころにたまっ
た葉っぱの化石が見られます。

③大佐渡トレッキングジオサイト
海底から2,000ｍも隆起した大佐渡山地。
佐渡の地形を一望できます。

④国中平野・加茂湖ジオサイト
金北山から流れるきれいな水はおいしい
お米をもたらします。

⑤相川・金銀山ジオサイト
大昔の火山活動がくれた金銀山。採掘の
歴史と地球の歴史が楽しめます。

⑥沢根中山峠ジオサイト
佐渡島が深い海の底にあった時代の地層
が見られます。

⑦西三川・砂金山ジオサイト
大昔、佐渡は沖縄のような気候でした。そ
の証拠の化石が見られます。

⑧小木半島ジオサイト
大昔の海底火山によって作られた小木半
島。今の形にしたのは巨大地震の力でした。

⑨前浜海岸ジオサイト
大昔の深海底でプランクトンの死骸が少し
ずつたまってできた岩石が見られます。

⑩小佐渡北部ジオサイト
船を導く姫埼灯台があります。港の場所も、
佐渡島の地形をいかして作られています。

相川の千畳敷

赤坂段丘

赤泊の石灰岩

岩谷口の海蝕洞

木流の柱状節理

大ザレの滝

大須崎の活断層

大野亀の粗粒玄武岩貫入岩体

小木地震による隆起波食台

小木の城山

小木の枕状溶岩

小木半島の海岸段丘

経塚山
 

乙和池と浮島

下戸層と鶴子層

貝立層の化石

春日岬

潟端層の沿岸堆積物
潟端層の火山灰

片辺礫岩
　　　　　　　　　　

がためきの貝化石

加茂湖

河ヶ瀬崎の不整合

川茂の魚化石

北鵜島の閃緑岩

吹き上げ流紋岩・球顆流紋岩

金北山

国中段丘

国府川

猿八の
赤玉石青玉石

沢崎の岩脈

沢崎のオリビンサンド
沢崎のたけのこ岩

神子岩のピクライト質玄武岩

沢根質場の崖
沢根層の貝化石

宿根木の岩屋
宿根木の水中火砕岩

戸地の溶結凝灰岩

真更川の温石

人面岩
杉池

関の鏡肌

関の湖成層と化石群
関の木の葉石

尖閣湾の海蝕崖
佐渡鉱山の金鉱床・道遊の割戸

禅棚岩

外海府の
中生代放散虫

素浜海岸

鶴子銀山
　　　　　　　　　　　　　　

堂釜の海棲哺乳動物化石

ドンデン山
　　　　　　　　

中山層の珪藻土
中山の亀甲石

七浦海岸の長手岬
七浦海岸の夫婦岩

南仙峡

西三川塩掛鼻の大型有孔虫

西三川の砂金山

願の賽の河原の火砕流堆積物

弾崎海蝕崖

弾崎トド岩
弾崎の
枕状溶岩
　

黒曜石

姫崎の
海岸段丘
　

平根崎の下戸層化石群
平根崎の海蝕甌穴

二つ亀

二見の海岸段丘

弁天崎の下戸層

真野湾

元小木の枕状溶岩

八幡砂丘

両津湾

①海府北部
   ジオサイト

②海府南部ジオサイト

③大佐渡
　トレッキング
　ジオサイト

④国中平野
加茂湖ジオサイト

⑤相川・金銀山ジオサイト

⑥沢根中山峠
　ジオサイト

⑦西三川・砂金山ジオサイト

⑧小木半島ジオサイト

⑨前浜海岸
　ジオサイト

⑩小佐渡北部
　ジオサイト

尖閣湾

天然杉

　日本ジオパーク認定記念講演会
『ジオパークが目指すもの』

講　師　　尾池　和夫　氏
東京で生まれ高知で育った。
専攻は地震学。
京都造形芸術大学学長であ
り、日本ジオパーク委員会
発足以来委員長を務める。
趣味は俳句。

日時　11月 17日㈰
　　　開演　午後６時 30分～（開場　午後６時～）
会場　アミューズメント佐渡　はまなすホール
お問い合わせ
　佐渡ジオパーク推進協議会事務局
　☎２３－２１０１（両津郷土博物館内）

申込不要・参加無料

たらい舟
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平成２５年度  上半期の財政執行状況
　市では毎年2回、財政事情を公表しています。これは、地方自治法および市条例に基づき、市の収支状況などを皆
さんに知っていただくためのもので、今回は平成25年4月1日から9月30日までの予算執行状況をお知らせします。

◆一般会計
　平成25年度の一般会計予算は、523億円でスタートしましたが、9月補正を含む5回の補正や平成24年度繰越事業費
を加えた9月末の予算現額は、674億6,311万円（前年度同期比：22.6%増）となっています。
　歳入の収入済額は262億996万円（前年度同期比：9.0%増）で、収入率は38.9%（前年度同期：43.7%）となっています。
　このうち市の主要な財源である市税収入済額は29億1,031万円（前年度同期比：2.4％増）で収入率は54.3%（前年度
同期：54.5%）となっています。歳出の支出済額は223億9,146万円（前年度同期比：38.9%増）で執行率は33.2%（前年
度同期：29.3%）となっています。歳入、歳出（目的別）の執行状況内訳は表のとおりです。

一般会計　歳入の状況	 予算現額…674億 6,311万円　　収入済額…262億 996万円

一般会計　歳出の状況	 予算現額 … 674億 6,311万円　　支出済額 … 223億 9,146万円

市税 53億5,595万円
80億円 160億円 240億円

80億円 160億円 240億円

29億1,031万円
5億1,502万円
1億4,354万円
5億7,000万円
3億3,895万円

1億4,500万円
227億5,364万円

161億6,162万円
4億378万円
1億3,727万円
7億2,808万円
3億1,310万円

115億8,979万円
19億7,751万円

33億5,804万円
3億3,014万円

25億5,471万円
25億5,471万円

26億6,722万円
4億5,350万円

8億5,100万円

168億2,188万円

3,831万円

地方譲与税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰越金

市債

その他の繰入 (※1)

議会費 2億1,637万円
1億1,110万円

164億5,100万円
42億2,710万円

94億8,908万円
40億41万円

56億9,819万円
13億3,257万円

50億9,440万円
20億385万円
17億3,055万円
11億1,759万円

55億3,699万円
8億3,994万円

26億4,006万円
10億8,530万円

116億3,301万円
31億3,634万円

13億4,550万円
1億4,821万円

9,444万円
955万円

38億7,950万円
75億3,352万円

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

その他の繰入 (※2)

予算現額

収入済額

予算現額

支出済額

◆市税の内訳
市民税
8億5,720万円
29.5％

固定資産税
15億9,861万円
54.9％

軽自動車税
2億465万円
7.0％

市たばこ税  2億2,502万円
7.7％

入湯税 2,483万円 0.9％

収入済額
29億1,031万円

※1 その他の歳入
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

※2 その他の歳出 労働費、諸支出金、予備費

市税 53億5,595万円
80億円 160億円 240億円

80億円 160億円 240億円

29億1,031万円
5億1,502万円
1億4,354万円
5億7,000万円
3億3,895万円

1億4,500万円
227億5,364万円

161億6,162万円
4億378万円
1億3,727万円
7億2,808万円
3億1,310万円

115億8,979万円
19億7,751万円

33億5,804万円
3億3,014万円

25億5,471万円
25億5,471万円

26億6,722万円
4億5,350万円

8億5,100万円

168億2,188万円

3,831万円

地方譲与税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰越金

市債

その他の繰入 (※1)

議会費 2億1,637万円
1億1,110万円

164億5,100万円
42億2,710万円

94億8,908万円
40億41万円

56億9,819万円
13億3,257万円

50億9,440万円
20億385万円
17億3,055万円
11億1,759万円

55億3,699万円
8億3,994万円

26億4,006万円
10億8,530万円

116億3,301万円
31億3,634万円

13億4,550万円
1億4,821万円

9,444万円
955万円

38億7,950万円
75億3,352万円

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

その他の繰入 (※2)

予算現額

収入済額

予算現額

支出済額

◆市税の内訳
市民税
8億5,720万円
29.5％

固定資産税
15億9,861万円
54.9％

軽自動車税
2億465万円
7.0％

市たばこ税  2億2,502万円
7.7％

入湯税 2,483万円 0.9％

収入済額
29億1,031万円

※1 その他の歳入
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

※2 その他の歳出 労働費、諸支出金、予備費
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特別会計

公営企業会計

◆市民一人あたりの負担状況
　(上段：予算現額　下段：収入済額）
市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税

34,982円 41,889円 3,381円 6,847円 664円
14,046円 26,195円 3,353円 3,687円 407円
（平成25年9月30日現在の人口61,027人で計算しています。）

◆基金・市債の状況
　（上段：総額　下段：市民一人あたり）
基金（市の貯金） 市債（市の借金）

20,668,537,080円 52,510,576,367円
338,679円 860,448円

●生物多様性戦略推進事業
　生物多様性の保全推進及び里山の活用を目指し、中山間地域農業の振興を図るため、
棚田サポーター制度の創設や、都市と農村の交流プログラムを作成します。また、地
域おこし協力隊員の採用を積極的に行い、外部の視点から既存地域資源を有効活用し、
農業農村・集落を支援します。

●新潟ＤＣ・北陸新幹線開業誘客宣伝事業
　新潟ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）や北陸新幹線開業に向け、ＰＲ・広
告宣伝等による誘客強化を図り、観光客増加を目指します。

●元気な地域づくり支援事業
　支所等の裁量により地域活動の支援や緊急性のある要望等に機動的に対応し、地域
課題の解決や地域活力の維持、向上を図ります。

●地域防災リーダー育成事業
　防災士養成研修を実施して、その修了者及び防災士資格取得者を「地域防災リーダー」
として認定・登録します。各地域に配置し、活動してもらうことにより、地域防災力
の向上を図ります。

特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など 12 会計が
あります。

公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、病院事業会計、水道事業会計があります。

会　計　名 収　　　入 支　　　出
予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

病院事業 収益的 245,942 115,474 47.0% 249,573 111,121 44.5%
資本的 10,565 5,282 50.0% 14,921 8,354 56.0%

水道事業 収益的 154,198 62,745 40.7% 131,704 31,798 24.1%
資本的 187,940 2,963 1.6% 254,217 74,181 29.2%

予算現額
収入済額
支出済額

20億円 40億円 60億円 80億円 100億円

72億979万円
31億5,231万円国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

簡易水道

下水道

ケーブルテレビ

歌代の里

すこやか両津

その他（財産区）

30億1,007万円
7億3,433万円

3億3,511万円
2億4,537万円

39億4,973万円
33億9,174万円

15億760万円
2億1,144万円
4億1.284万円

35億42万円
3億7,660万円

11億7,504万円
3億5,636万円

2億669万円
1億357万円

4億9,892万円
1億8,869万円
2億1,240万円
5億7,522万円

2億6,511万円
2億6,410万円

1,872万円
142万円
18万円

81億7,094万円

こんな事業を 
行っています

（単位：万円）



6

平
成
25
年
度 

市
長
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
状
況

　

市
民
参
画
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
実
施
し
て
い
る
市
長
と
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
４

会
場
か
ら
10
会
場
に
開
催
回
数
を
増
や
し
、

25
年
度
の
佐
渡
市
の
５
つ
の
主
要
施
策
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
９
０
人
の
方
々
か
ら
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
市
長
が
直
接
対
話
し
な
が
ら
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
事
が
で
き
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
等
を
今
後
の
市
政

運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。

　
主
な
意
見
交
換

【
市
民
】　
地
域
過
疎
化
の
要
因
は
行
政
が

祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
手
を
引
い
た

こ
と
に
あ
る
。
支

所
、
セ
ン
タ
ー
を

地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
機
能
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー

の
建
物
の
話
も
含

め
て
地
域
の
意
見

を
聞
き
参
加
を
促

す
形
で
進
め
て
ほ

し
い
。

【
市
長
】　

過
疎
化

に
つ
い
て
は
そ
の

と
お
り
で
、
合
併

が
一
因
と
考
え
て
い
る
。今
年
か
ら
支
所
・

セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
方
向
を
変
え
、
地
域

と
話
し
合
っ
て
使
え
る
予
算
も
つ
け
た
。

　

そ
れ
と
支
所
長
・
セ
ン
タ
ー
長
に
は
地

域
活
性
化
の
自
主
的
な
組
織
の
育
成
も
大

き
な
業
務
と
し
て
い
る
。
各
支
所
・
セ
ン

タ
ー
の
ト
ッ
プ
等
は
地
元
出
身
の
職
員
と

し
て
い
る
。

【
市
民
】　
人
口
減
少
対
策
で
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
が
遅
い

の
で
は
。
市
長
を
先
頭
に
対
応
を
。
今
ま

で
の
実
績
と
こ
れ
か
ら
の
対
応
は
。

【
市
長
】　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
大

胆
に
意
見
を
出
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、

今
年
中
に
ま
と
め
て
来
年
度
の
施
策
に
反

映
さ
せ
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
Ｉ
、
Ｕ
タ
ー

ン
に
加
え
て
Ｏ
タ
ー
ン
対
策
が
重
要
。
Ｏ

タ
ー
ン
は
二
地
域
居
住
の
こ
と
で
、
大
学

の
学
部
誘
致
な
ど
、
廃
校
活
用
も
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

【
市
民
】　
観
光
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
少
な
い

と
い
う
が
、
観
光
の
あ
り
方
を
変
え
る
べ

き
。
観
光
バ
ス
に
よ
る
団
体
客
で
は
な
く
、

エ
リ
ア
を
絞
り
観
光
客
に
歩
い
て
い
た
だ

く
よ
う
に
す
べ
き
。

【
市
長
】　
全
く
そ
の
と
お
り
で
、
内
容
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。
佐
渡
は
20
年
の
空

白
を
埋
め
て
い
な
い
。
団
体
客
を
ゼ
ロ
に

は
で
き
な
い
が
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
客
と

団
体
客
の
比
率
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
着
地
型
観
光
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

も
作
っ
た
の
で
、
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
２
、

３
日
で
回
る
よ
う
な
観
光
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
市
民
】　
佐
渡
の
面
積
の
73
％
を
占
め
る

山
林
の
整
備
に
対
し
て
も
っ
と
目
を
向
け

て
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
市
長
】　
里
山
、
里
海
を
守
る
た
め
に
も

山
に
対
す
る
支
援
は
必
要
だ
が
ほ
と
ん
ど

無
く
、
反
省
し
て
い
る
。
今
回
、
竹
林
50

町
歩
の
整
備
を
行
う
。
佐
渡
産
材
の
公
共

施
設
で
の
使
用
な
ど
行
っ
て
い
る
が
ま
だ

ま
だ
な
の
で
、
も
う
少
し
待
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
市
民
】　
日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
島
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。
あ
い
か
わ
幼
稚
園
と

あ
い
か
わ
保
育
園
の
統
合
も
含
め
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
市
長
】　
日
本
一
愛
さ
れ
る
島
の
一
番
の

要
因
は
「
子
育
て
」。
お
母
さ
ん
方
か
ら

の
意
見
も
聴
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。
保
育

園
、
幼
稚
園
は
津
波
対
応
な
ど
で
建
設
場

所
を
協
議
し
て
い
る
。

【
市
民
】　
佐
渡
全
体
で
世
界
遺
産
に
取
り

組
む
よ
う
に
す
べ
き
。

【
市
長
】　
世
界
遺
産
、ジ
ア
ス
、ジ
オ
パ
ー

ク
の
庁
内
連
携
も
必
要
で
、
手
法
に
つ
い

て
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー

活
動
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
際
は
市
民

の
盛
り
上
が
り
が
一
番
大
切
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
対
応
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

【
市
民
】　
佐
渡
は
米
や
金
が
と
れ
な
い
時

に
山
菜
と
か
薬
草
を
採
っ
て
い
た
。
薬
草

で
「
佐
渡
お
け
ら
」
と
い
う
も
の
は
特
色

が
あ
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
羽
茂
と

赤
泊
で
栽
培
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も

山
の
野
菜
、
ワ
ラ
ビ
、
ぜ
ん
ま
い
と
か
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
上
手

に
使
い
、
米
以
外
で
で
き
る
農
業
と
い
う

こ
と
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

【
市
長
】　
薬
草
は
製
薬
会
社
と
結
び
付
い

て
製
品
化
を
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
佐
渡
は
米
が
主
に
な
っ
て
、

そ
の
次
に
来
る
も
の
が
柿
。
ほ
か
に
も
イ

チ
ジ
ク
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
産
地
が
で
き
た
。

　

た
だ
、関
西
で
洋
ナ
シ
の
ル
・
レ
ク
チ
ェ

を
食
べ
て
い
た
だ
い
て
、
百
貨
店
で
取
り

入
れ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
生
産
体
制

が
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
農
協
に
も

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
皆
さ
ん
か
ら
も

声
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
総
合
政
策
課
広
報
広
聴
係

　

☎
63
‐
３
８
０
２
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佐渡ふるさと島づくり寄付金（ふるさと納税）に 
ご協力ください！

お問い合わせ　市役所税務課市民税係　☎０２５９－６３－５１１０

　市では、「ふるさと佐渡のために貢献したい」「大好きな佐渡を応援したい」という思いをお持ちの方々
から、寄付金という形で佐渡市を応援していただく「佐渡ふるさと島づくり寄付金」を募集しています。
　この寄付金は、住民税・所得税の軽減措置がありますので、各ご家庭で帰省の方や市外のご親戚・ご友
人へご紹介いただけますようお願いします。

平成24年度にいただいた寄付金は次のとおりです

寄付金
活用
メニュー

①人と自然にやさしい島づくり応援コース 47件 630,012 円

合計 178 件
8,378,012 円

②健やかな暮らしづくり応援コース 22件 1,023,000 円
③活力のあるまちづくり応援コース 14件 480,000 円
④教育と文化の薫るまちづくり応援コース 9件 375,000 円
⑤市長にお任せコース 56件 4,484,000 円
⑥世界遺産推進基金コース 30件 1,386,000 円

寄付金は次の事業に活用しました
活用事業の内容 寄付金額

・トキの野生復帰に向けた人と生き物が共生する社会づくり
630,012 円・資源ごみなどのリサイクルとごみの減量化推進

・新エネルギー導入など環境学習推進事業
・外出支援や配食サービスなどの高齢者生活支援事業

1,023,000 円
・子どもの医療費助成や健康づくり事業
・地産地消の取組みや地域食材のブランド化事業

480,000 円・空き家の活用や交流活動などの定住促進事業
・地域の祭りやイベントの開催支援
・ジオパークや佐渡学などの地域学習支援

375,000 円
・佐渡国際トライアスロン大会などのスポーツ振興事業
・市民協働による実証事業などの産業興しを推進

4,484,000 円
・映画やＴＶなどロケ誘致にむけた取組み
・交流・学習機会など公民館活動による学習意欲向上促進事業
・展覧会や「はんが甲子園」など美術と芸術意識の向上事業
・世界遺産推進基金への積立 1,386,000 円

平成25年度も次のとおり募集しています

寄付金
活用
メニュー

①人と自然にやさしい島づくり応援コース 自然、環境の分野
②健やかな暮らしづくり応援コース 福祉、医療の分野
③活力のあるまちづくり応援コース 産業振興、観光、定住の分野
④教育と文化の薫るまちづくり応援コース 教育、文化、スポーツの分野
⑤市長にお任せコース 市長に一任または上記および下記以外の分野
⑥世界遺産推進基金コース 佐渡金銀山の世界遺産登録支援の分野

税（住民税・所得税）が軽減されます
　ふるさと寄付金は、寄付金のうち 2,000 円を超える部分について、住民税所得割額のおおよそ１割を上
限として、申告することによりお住まいの市町村の住民税の寄付金控除を受けることができます。
　また、所得税においても当該寄付金のうち 2,000 円を超える部分について確定申告することで寄付金控
除を受けることができます。
　※寄付金申込書は、税務課・各支所市民課・各行政サービスセンター・市ホームページにあります。
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個人住民税の特別徴収（給与天引き）への移行に 
ご理解とご協力をお願いします
お問い合わせ　市役所税務課市民税係　☎６３－５１１０

　新潟県と県内市町村では、平成 26年度から対象となる事業主の方に個人住民税の特別徴収を実施して
いただくための準備を進めています。

■給与所得者の個人住民税は特別徴収（給与天引き）が法律等で義務付けられています
　個人住民税は、所得税の源泉徴収と同様に、事業者（給与支払者）が毎月、従業員（給与所得者）に
支払う給与から特別徴収（天引き）し、住民税の納税義務者である従業員に代わって、従業員の住所地
の市町村へ納入することが地方税法および佐渡市の条例で義務付けられています。

■所得税のように事業者が税額を計算したり、記帳したりする必要はありません
　所得税の源泉徴収の事務手続きとは異なり、事業者が税額を計算する必要はありません。
　市町村が毎年５月に事業者（給与支払者）に対して『給与所得等に係る特別徴収税額決定通知書』に
より月々に特別徴収すべき税額をお知らせしますので、その税額を毎月の給与から特別徴収し翌月の 10
日までに合計税額を各従業員の住所地の市町村へ納入していただきます。

■従業員の方の納税に係る負担が軽減されます
　従業員一人ひとりが納税のために、金融機関や市町村窓口に出向く手間を省くことができます。また、
特別徴収以外の方法による納税の回数が通常年４回であるのに対し、特別徴収は年 12回なので従業員
の方の１回あたりの納税額の負担が少なくなります。

平成26年度 佐渡おこしチャレンジ事業を募集します
市民の皆さんの自主的・自発的な地域づくり活動を応援します！

　市では、市民の皆さんが活力ある地域社会を実現するために自主的・
自発的に行う地域づくり事業を支援するため、平成 26 年度佐渡おこし
チャレンジ事業を募集します。申請を希望する団体は、市役所地域振興
課地域振興係までお問い合わせください。

応募対象	 集落や自治会、地域づくりグループ
対象事業	 教育文化・保健福祉・環境保全・産業振興等の分野で、地域
の活性化に寄与する事業	
　※地域住民が自ら策定した計画（地域活性化計画）に基づいたソフト事業が対象となります。

補助金額

○地域活性化計画に基づく地域づくり事業
　補助金額は、対象経費の７／ 10以内で補助限度額１００万円	
　ただし、対象経費が 30万円未満の事業は除く。	
　補助事業として継続できる期間は３年以内です。
　※「地域活性化計画」とは、住民の皆さんが描く地域全体の将来像と、その実現に向けた活動方針を取りまとめたものです。	
　※本補助金以外の助成事業と重複して交付を受けることはできません。

応募締切	 平成 26 年１月 10日㈮	
　※募集期間中は、書類の書き方や補助制度に関するご相談を受け付けていますので、担当係までお問い合わせください。

お問い合わせ　市役所地域振興課地域振興係（本庁舎 3階）　☎６３－４１５２　ＦＡＸ６３－５１２５

事 業 主 の 皆 さ ま へ

Let's
Challenge
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小型特殊自動車を所有している方は 
軽自動車税の申告が必要です

　乗用装置を備えた農耕トラクタ・コンバイン・田植機などの農耕作業用自動
車や、フォークリフト・ショベルローダなどの建設用自動車で小型特殊自動車
に該当するものは、軽自動車税の対象となります。
　所有している方は、申告のうえ、標識（ナンバープレート）の交付を受けて
ください。
　※所有していた方の転出や死亡により、新たに所有者となったときは、名義変更の申告が必要です。
　※�公道走行の有無にかかわらず、下表の要件を満たすものは軽自動車税の対象となりますのでご注意く
ださい。（事業所構内のみ走行する場合も軽自動車税の対象となります。）

■小型特殊自動車（軽自動車税の対象）
区分 長さ (m) 幅 (m) 高さ (m) 最高速度(㎞/h) 総排気量(ℓ) 税額

農耕作業用自動車 ― ― ― 35未満 ― 1,600 円
上記以外のもの 4.7 以下 1.7 以下 2.8 以下 15以下 ― 4,700 円

■申告の手続き
　取得や、申告内容に変更が生じた場合は 15日以内に申告してください。
　廃車、譲渡した場合は 30日以内に申告してください。

■申告に必要なもの
事由 必要なもの

販売店から購入したとき 印鑑、車名や車台番号などが記載された書類
廃車済みのものを譲り受けたとき 印鑑、廃車受付証

他市町村から転入したとき
印鑑、廃車受付証（未廃車の場合はナンバープレートと標
識交付証明書）

市内の人に譲渡した（された）とき 新・旧所有者の印鑑、標識交付証明書
市外の人に譲渡するとき
他市町村へ転出するとき

印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

■申告場所
　市役所税務課市民税係（本庁舎１階）　☎６３－５１１０
　または、各支所・行政サービスセンター税務窓口

山の手入れをしませんか？
　所有する山林で植栽などの手入れを０．１０ｈａ以上の面積で行うと、作業の内容に応じて国・県・市か
ら補助金が支給されます。作業に入る前に、市が作成している特定間伐等促進計画等へ登載する必要があ
りますので、手入れを始める前に下記お問い合わせ先までご相談ください。
　また、所有する森林の手入れをしたいけれど、「何からしたらいいのか分
からない」「自分では作業できない」という方も気軽にご相談ください。作
業を森林組合に委託した場合も補助金の対象となります。

補助金の対象となる作業
　植栽、下刈り、除伐、間伐、作業路開設ほか（０．１０ｈａ以上）

お問い合わせ先
　佐渡森林組合　　☎６３－４１６４　　　新穂森林組合　　　☎２２－２０２７
　南佐渡森林組合　☎８８－２０１７　　　両津東部森林組合　☎２７－７１５６
　佐渡地域振興局農林水産振興部林業振興課（担当：近藤、土屋）　☎７４－３４６４
　市役所農林水産課林業振興係（担当：高野）　☎６３－３７６１
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　佐渡市では、次の観点などから佐渡空港２０００ｍ化が必要と考え、
取り組みを進めています。
①安全・安心のために
　・�災害などの緊急時に、人員・物資輸送強化の観点から多くの救援機の
受け入れが可能です。

　　�※東日本大震災や中越大震災で道路・港湾が使用できなくなったとき、空港が救援
活動に大きく貢献しました。

②交流人口の拡大
　・�既に認定された世界農業遺産（Ｇ

ジ ア ス

ＩＡＨＳ）に加えて、平成 25年９月
24日には日本ジオパークへの加盟が認定され、さらに佐渡金銀山のユ
ネスコ世界遺産登録を目指しています。また、平成 24 年は、36 年ぶ
りに自然界で放鳥トキのひなが誕生するなど、佐渡は国内外から注目を集めており、２０００ｍ化で
海外チャーター便が可能となります。

　・就航率の向上により、通年観光が可能となります。
③地域経済の活性化
　・�ジェット機の就航が可能となり、航空会社の路線参入がしやすくなることから、観光客数の増大や製
造業・農水産業の販路拡大などによる地域経済の活性化につながります。

◆市役所交通政策課　☎６３－３１８４

新 佐渡空港の実現に向けて②

ご存じですか？「建設リサイクル」
　“未来のために今やるべきこと、リサイクル ”
～建設産業は本気で環境保全に取り組んでいます。～
　建設産業では、建設リ
サイクル法に基づき、再
生資材として利用できる
特定の建設廃棄物（コン
クリート塊やアスファル
ト塊、木材など）の「分
別解体」と「リサイクル」
を積極的に推進していま
す。しかし、一方では依
然として建設廃棄物の不
法投棄が見受けられます。
　公共工事に限らず、一般家屋の解体などの際には、
業者に適正な分別解体・再資源化を促すなど、市民の
皆さまも、建設リサイクルの推進にご理解とご協力を
お願いします。
　北陸地方建設副産物対策連絡協議会ホームページ
　http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/fukusanbutu/
お問い合わせ
　北陸地方建設副産物対策連絡協議会事務局
　（北陸地方整備局企画部技術管理課教習係）
　☎０２５－２８０－８８８０

「労働トラブル１１０番」
　新潟県司法書士会と新潟県青年司法書士
協議会は共同して、「勤労感謝の日」にあ
わせて、働く人が抱える職場内や会社との
トラブルに関する「労働トラブル１１０番」
として、司法書士による電話での無料相談
会を実施します。
　リーマン・ショック以降の世界同時不況
の影響を受け、ますます厳しい労働環境の
中、賃金の未払い・サービス残業・不当解
雇等に関する相談や、職場内でのパワハラ・
セクハラ・いじめなどに関する相談にも応
じ、働く人々の権利の保護・救済に寄与し
たいと考えます。この機会にぜひご相談く
ださい。
日時　11月 23日（土・祝）
　　　午前 10時～午後４時
電話番号
　０２５－２４４－２２３５（※当日限り）
お問い合わせ
　新潟県司法書士会
　☎０２５－２４４－５１２１
　FAX０２５－２４４－５１２２
　新潟市中央区笹口１－ 11－ 15
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●●●佐渡市消費者協会の活動を紹介します●●●
佐渡市消費者協会広報　小林睦子

ＥＭ廃油石けんのご紹介
 　佐渡市消費者協会では毎年、幼稚園や小・中学校、
給食センター等から譲っていただいた廃油と使用済
み牛乳パックを活用してＥＭ廃油石けんを作り、販
売しています。
　廃油は、そのまま放置すれば酸化して腐敗します。
台所の流しから捨てれば排水経路で有機物がヘドロ
化して汚染され、環境を破壊します。
　そんな厄介な廃油に有用微生物群（ＥＭ）の力を
加えて作り上げたのが、ＥＭ廃油石けんです。ＥＭ
廃油石けんの石けん水は、汚れや悪臭の元を分解し、
腐敗菌の増殖を抑え、川や海まで浄化する優れた効
能があります。「安全で安心して暮らせる生活」を
モットーに活動している消費者協会では、大勢の方
にこのＥＭ廃油石けんを利用していただきたいと啓
発活動を続けてきました。
　ＥＭ廃油石けんは、洗濯（靴下、襟や袖口の汚れ）

や台所（食器、換気扇、ガス台の油汚れ）、お風呂
やトイレ等の水まわり、ズックや軍手等の油・泥の
汚れ落としに効果があります。工夫して活用すれば、
海や川に負担をかける市販の洗剤を一切購入する必
要がなくなります。
　またＥＭ廃油石けんは、どなたでもどんなグルー
プでも作ることができます。ただし化学薬品（苛性
ソーダ等）を使うため、きちんとした指導者の下で
作ることをおすすめします。材料や作り方を知りた
い方、完成した石けんの購入を希望される方は、佐
渡市立消費生活センター（☎５７－８１４３）、ま
たは各地区の消費者協会までお問い合わせください。
※ＥＭ廃油石けんは１個 100 円で販売しています。

心配ごと相談日（11／15～12／15）
　生活のさまざまな心配ごとや
困りごとを気軽に相談できる窓
口を開設しています。お住まい
の地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。相
談は無料、予約は不要です。直
接、相談日にお越しください。
秘密は守られます。

事業に関するお問い合わせ
社会福祉協議会本所
☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付け
ておりません。
　相談を希望される方は、直接
会場にお越しください。

地区 相談日 時間 会場

両津

11 月 23 日㈯
12月　2日㈪
12月 13日㈮

13:00 ～ 16:00
両津福祉センターしゃくなげ

12月　7日㈯ 18:00 ～ 20:00

相川

11 月 16 日㈯
11月 22日㈮

9:00 ～ 12:00 ワイドブルーあいかわ
12月　3日㈫
12月 10日㈫

新穂 12 月　5日㈭ 9:00 ～ 12:00 新穂行政サービスセンター

畑野 11 月 25 日㈪ 9:00 ～ 12:00 畑野農村環境改善センター

真野 12 月　6日㈮ 9:00 ～ 12:00 真野老人福祉センター寿楽荘

羽茂 12 月 11 日㈬ 13:30 ～ 16:30 羽茂農村環境改善センター

赤泊 11 月 20 日㈬ 13:30 ～ 16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ
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こいっちゃまつり 
佐渡國うまいもん合戦
　９月 15 日㈰、相川地区の江戸沢駐車場、天
領通り商店街、羽田商店街を会場に、こいっちゃ
まつり・佐渡國うまいもん合戦が開催されまし
た。
　島内 16 団体が出店し、佐渡の食材を使っ
た創作メニューなどを販売し、「うまいもん
No.1」を競いました。
　今年は、Ｂ級グルメでお馴染みの「糸魚川ブ
ラック焼きそば」と「いわてまち焼きうどん」
が招待され、長い行列ができるなど人気を集め
ていました。

くだものまつり
　９月 15 日㈰、真野活性化センター「いぶき
21」で、西三川果樹組合主催のくだものまつり
が開催されました。
　西三川産のりんごやなしなどの即売や、りん
ごをむいた皮の長さを競う「りんご皮むき大会」
などが行われ、多くの家族連れなどが訪れまし
た。

息を合わせてオールをこぐ 
第31回 佐渡レガッタ
　９月８日㈰、両津地区の加茂湖漕艇場を会場
に、第 31回佐渡レガッタが開催されました。
　マスター・ビギナー・レディス・ミックス・ジュ
ニア・オープンの６部門に 31 チーム、およそ
150 人が参加しました。
　競技は、１艇にコックス（舵取り）１人とこ
ぎ手４人が乗り、こぎ手はそれぞれ１本のオー
ルを構えて、コックスの掛け声に合わせて一斉
に力いっぱいオールをこぎ、２艇または３艇が
直線 500 ｍのコースでその速さを競いました。

久知八幡宮例祭
　９月 15 日㈰、両津地区下久知の久知八幡宮
で例祭が行われ、県の無形民俗文化財に指定さ
れている花笠踊が奉納されました。
　花笠踊は神霊を慰め、五穀豊穣を祈願する芸
能で、早乙女姿の子どもたちが古式ゆかしい伝
統芸能を奉納しました。
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相川祭り
　10 月 19 日㈯、市の無形民俗文化財に指
定されている善

う

知
と

鳥
う

神
じん

社
じゃ

祭礼行事（相川祭
り）が行われ、太鼓、豆まき、獅子舞、下り羽、
そして神輿が町内各地を回りました。
　夜、祭りが最高潮に達する天領通りには
多くの人が詰めかけ、太鼓組と神輿のぶつ
かり合いに大いに盛り上がりました。

にいがた緑の百年物語 
第41回佐渡地方植樹祭
　10月３日㈭、相川地区で「にいがた緑の百年物
語 第 41 回佐渡地方植樹祭」が開催されました。
　相川体育館で式典が行われ、関係者や島内各地
区の中学生からなる緑の少年団、金泉小学校の児
童などおよそ 200 人が出席し、佐渡の緑化推進に
功労のあった方々や団体などが表彰されました。
　また、式典参加者は、達者集落の民有林にアテ
ビなどの苗を植樹しました。

佐渡トキツーデーウオーク2013が開催されました
　10月 19日㈯・20日㈰、佐渡トキツーデーウオー
ク 2013 が開催され、両日あわせて 376 人が参加し、
秋の佐渡の自然や歴史的な町並みなどを巡りました。
　19 日は、両津・新穂地区を歩く「佐渡両津・ト
キとの出逢いのみち」コース。両津港近くのおんで
こドームをスタートし、牛尾神社やトキ交流会を経
てトキの森公園がゴールとなる 12kmコースと、そ
こからさらに両津郷土博物館や樹崎神社を経ておん
でこドームに戻る 24kmコースが設けられました。
参加者は爽やかな秋空の下で、思い思いのペースで
歩きながら、会話や景色を楽しみました。

　20 日は、相川地区を歩く「佐渡相川・金銀山の
歴史のみち」コース。あいかわ開発総合センターを
スタートし、千畳敷や佐渡奉行所、相川京町通り
を経て佐渡金山近くまで上りあいかわ開発総合セン
ターへ戻る 9kmコースと、千畳敷から尖閣湾レス
トハウス、ファミリーオ佐渡相川を経由する 20km
コースが設けられました。あいにくの雨模様となり
ましたが、佐渡金銀山の歴史にまつわる建築物や町
並みを見ながら、同行した「佐渡を世界遺産にする
会」のガイドの説明を熱心に聴く参加者もいました。

新穂地区 佐渡奉行所

千畳敷
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◆精神障害者保健福祉手帳について
　精神障がいのため、長期にわたり日常生活または社会生活に制約がある方（知的障がいは含まれません）
の障がいの状態を証明する手帳です。

１．障がい程度の内容
障がい等級 精神障がいの状態（※詳細については主治医にご相談ください）
１級 日常生活の身の回りのことをほとんどできない程度のもの（障害年金１級相当）

２級 日常生活が著しく制限を受けるか、または制限を加えることを必要とする程度のもの
（障害年金２級相当）

３級 日常生活もしくは社会生活が制限を受けるか、または制限を加えることを必要とする
程度のもの

２．必要書類等
　○障害者手帳申請書
　○診断書（指定様式）または精神障がいを支給事由とする障害年金の年金証書等
　○写真

３．主な福祉サービス等
　○障がい福祉サービス（居宅介護・短期入所等）
　○公共料金（バス運賃・汽船運賃等）の割引　など
　※障がいの等級等によって利用できる福祉制度の内容は異なります。

11月は「児童虐待防止推進月間」です
さしのべた　その手がこどもの　命綱

（平成25年度「児童虐待防止推進月間」標語 )
　全国的に児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しており、特に、子どもの生命が奪われ
るなど重大な事件も後を絶たない状況です。児童虐待問題は社会全体で早急に解決すべき重要な課題
となっており、虐待の発生予防、早期発見・早期対応から虐待を受けた子どもの自立に至るまでの切
れ目のない総合的な支援が必要です。そのためには、子どもに関わる機関を含む幅広い市民の理解と
関心がかかせません。
　「おかしい」「何か変だ」と気付いたら、児童家庭支援センターや地域の民生委員・児童委員へお知
らせください。関係機関と連携を取りながら対応します。

　子育てに不安を感じたら…ひとりで悩まず相談しましょう。
　　子どもとうまくかかわれない
　　自分だけ子育てがうまくできない
　　子どもの行動が気に入らない
　　子どもといるとイライラする
　　助けてくれる人がいない
　　“相談”は子育てを支援するきっかけづくりです

相談・お問い合わせ
　市役所社会福祉課児童家庭支援センター
　☎６３－５２２２
　または、各地域の児童委員・民生委員へ

お問い合わせ　市役所社会福祉課障がい福祉係　☎６３－５１１３　ＦＡＸ６３－５１２１

地域社会から児童虐待をなくしましょう！
佐渡市民生委員児童委員協議会
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　障がいのある方の日常生活を支援するために、いろいろな福祉サービスがありますが、これらの制度を
利用するためには各種障がい者手帳が必要になります。
　障がい者手帳は、ご本人（保護者）の申請に基づき障がいのある方に交付されるものです。

◆身体障害者手帳について
　身体に障がいのある方が、各種福祉サービス等を受ける際に必要な手帳です。

１．障がいの種類
障がいの種類 内容

視覚障がい 目の不自由な方
聴覚障がい、平衡機能障がい 耳の不自由な方
音声・言語機能、そしゃく機能障がい 言葉の不自由な方
肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳原性運動機能） 手足の不自由な方

内部機能障がい 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、
免疫、肝機能

２．障がい等級
　障がいの程度は、重度の方から順に、１級から６級までに区分されています。

３．必要書類等
　○申請書
　○診断書（身体障害者福祉法に定められた指定医師に受診してください。）
　○写真

４．主な福祉サービス等
　○障がい福祉サービス（居宅介護・短期入所等）
　○重度心身障害者医療費助成［県障］（１級・２級・３級の交付を受けている方）
　○公共料金（バス運賃・汽船運賃等）の割引　など
　※障がいの等級および種類等によって利用できる福祉制度の内容は異なります。

◆療育手帳について
　療育手帳は知的障がいのある方が、各種福祉サービス等を受ける際に必要な手帳です。

１．障がい程度の内容
障がい程度 内容

Ａ（重度）

１　知能指数がおおむね 35以下で、日常生活において介助または監護を必要とする方
２�　肢体不自由、盲・ろうあ等の障がいを有し、知的指数がおおむね 50以下であって、
日常生活において常時介助または監護を必要とする方（※身体障がいの程度は、身
体障害者手帳１級から３級までに該当するもの）

Ｂ（その他） 重度に該当しない方

２．手続き方法
　手帳の取得にあたっては、児童相談所または知的障害者更生相談所の面接判定を受ける必要がありま
すので、市役所社会福祉課障がい福祉係（本庁舎 1階）または各支所・行政サービスセンター障がい福
祉担当窓口にて「巡回相談」のお申し込みをしてください。

３．主な福祉サービス等
　○障がい福祉サービス（居宅介護・短期入所等）
　○重度心身障害者医療費助成［県障］（「Ａ」判定の交付を受けている方）
　○公共料金（バス運賃・汽船運賃等）の割引　など
　※障がいの等級等によって利用できる福祉制度の内容は異なります。

障がい者手帳のご案内
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❶身体的虐待
障がい者の体に傷や痛みを負わせる暴
行を加えること。また正当な理由なく身
動きがとれない状態にすること。
▶例えば
●平手打ちにする 
●殴る ●蹴る 
●縛リつける ●つねる 
●閉じ込める ●不要な薬を飲ませる

❸心理的虐待
障がい者を侮辱したり拒絶したりする
ような言葉や態度で、精神的な苦痛を
与えること。
▶例えば
●怒鳴る　●ののしる 
●悪口を言う 
●子どもあつかいする 
●わざと無視する

❷性的虐待
障がい者に無理やり（また同意と見せ
かけ）わいせつなことをしたり、させたり
すること。
▶例えば
●性交 ●性器への接触 
●裸にする ●キスをする
●�障がい者にわいせつな話をする、映

像を見せる

❹放棄・放任（ネグレクト）
食事や入浴、洗濯、排せ
つなどの世話や介助をほ
とんどせず、障がい者の
心身を衰弱させること。
▶例えば
●十分な食事を与えない 
●不潔な住環境で生活させる 
●�必要な医療や福祉サービスを受けさせない

❺経済的虐待
本人の同意なしに障がい者の財産や
年金、賃金などを使うこ
と。また障がい者に理由
なく金銭を与えないこと。
▶例えば
●年金や賃金を渡さない 
●勝手に財産や預貯金を使う 
●日常生活に必要な金銭を与えない

みんなで防ごう障がい者虐待 
～だれもが安心して暮らせる社会をつくりましょう～

　障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律）が施行されて 1
年になります。
　障がい者の安定した生活や社会参加を助けるために、みんなで虐待の防止に取り組みましょう。

◆障がい者の虐待はこんなところで起こっています
○養護者による障がい者虐待 
　障がい者の生活の世話や金銭の管理などをしている家族や親族、同居する人による虐待のことです。

○障がい者福祉施設従事者等による障がい者虐待 
　障がい者福祉施設や障がい福祉サービスの事業所で働いている職員による虐待のことです。

○使用者による障がい者虐待 
　障がい者を雇用している事業主などによる虐待のことです。

◆虐待者、被虐待者本人の「自覚」は問いません
　虐待が発生している場合、虐待をしている人（虐待者）、虐待を受けている人（被虐待者）に自覚がある
とは限りません。虐待者が、「指導・しつけ・教育」の名の下に不適切な行為を続けていることや、被虐待
者が、自身の障がいの特性から自分のされていることが虐待だと認識していないこともあります。

◆虐待を見つけたらすみやかに通報してください！
　障がい者が家族、施設などの職員、会社の事業主などに虐待されているのに気付いた人は、ひとりで抱
え込まないですみやかに佐渡市の担当まで通報してください。
　虐待をなくすためには、すべての人が協力しなければなりません。
　地域ぐるみの早めの対応や支援が、虐待されている障がい者だけでなく、虐待している家族などが抱え
る問題の解決にもつながるのです。

◆虐待通報窓口
　市役所社会福祉課障がい福祉係　☎６３－５１１３
　※夜間、休日はこの番号で宿日直が対応し、担当者から折り返しお電話します。

こんなことは
虐待になります
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平成26年度沖縄「平和の礎
いしじ

」追加刻銘について 
～沖縄戦で亡くなられた方のご遺族へ（お知らせ）～
　沖縄県糸満市の平和祈念公園内に、沖縄戦で亡くなられたすべての方々の氏名
を刻んだ記念碑「平和の礎」があります。
　次に該当する場合で、まだ刻銘されていない方は、追加刻銘ができます。

　昭和 19年３月 22日から昭和 21年９月７日までの間、沖縄県区域およ
び南西諸島周辺において、沖縄戦が原因で亡くなられた方

　詳しくは、市役所社会福祉課援護係☎６３－５１１３、または、新潟県福祉保健課援護恩給室☎０２５
－２８０－５１８０までお問い合わせください。

11月25日から12月１日は 
「犯罪被害者週間」です
お問い合わせ　佐渡西警察署☎７４－０１１０　佐渡東警察署☎２７－０１１０

被害者やその家族の方が利用できる警察の制度

○情報提供・負担軽減に関する制度
　・指定被害者支援要員制度　・被害者連絡制度

○安全確保に関する制度
　・再被害防止・保護に関する制度
　・ＤＶ（配偶者からの暴力）、児童虐待等の被害者の保護

○経済的支援に関する制度
　・医療費等支援制度　・一時避難場所確保公費負担制度

○精神的被害の支援制度
　・カウンセリング制度

犯罪被害者の現状と支援の必要性
　犯罪の被害者や遺族の方は、
○�第１次被害　命を奪われる（家族を失う）、けが
をする、物を盗まれるなどの生命・身体・財産上
の直接的な被害
○�第２次被害　事件にあったことによる精神的
ショックや身体の不調、医療費の負担や失職・転
職などによる経済的困窮、捜査や裁判の過程にお
ける精神的・時間的負担、周囲の人々の無責任な
うわさ話しやマスコミの取材・報道によるストレ
ス、不快感
など、被害後に生じるさまざまな問題に苦しめられ
ます。警察では、その深い悲しみと苦痛が一日でも
早く軽減、回復されるよう、さまざまな支援活動を
行っています。

けいさつ相談窓口のご案内
　警察では、各種の相談窓口を設けて被害者の方か
らのさまざまな相談に応じています。被害者本人か
らだけでなく、そのご家族やご友人からの相談も受
け付けています。
　また、警察だけでは対応できないことについては、
専門の機関を紹介しますので、どこに相談したらよ
いかわからない場合にも、警察の相談窓口をご利用
ください。
○警察本部「けいさつ相談室」
　　　　　　　　☎０２５－２８３－９１１０
　　　　　　　（プッシュ専用）＃９１１０番
○警察本部「女性被害１１０番」
　　　　　　　　☎０２５－２８１－７８９０
○佐渡西警察署「相談室」　☎７４－０１１０
○佐渡東警察署「相談室」　☎２７－０１１０
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お
　
知
　
ら
　
せ

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を 

　
　
　
　

助
成
し
て
い
ま
す

　

風
し
ん
の
流
行
は
、
佐
渡
市
で
も
引
き

続
き
注
意
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

風
し
ん
に
対
し
て
免
疫
の
な
い
女
性
が
、

妊
娠
初
期
に
感
染
す
る
と
、
白
内
障
、
心

疾
患
、
難
聴
な
ど
を
主
症
状
と
す
る
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

に
受
け
た
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

佐
渡
市
に
住
所
の
あ
る
方
で
、

①�

予
防
接
種
を
希
望
す
る
女
性
の
方
（
妊

娠
中
の
方
を
除
く
）

②�

風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
の
夫
等
や

同
居
家
族
、
妊
婦
と
接
す
る
機
会
の
多

い
親
族
の
方

※�

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
、風
し
ん
の

予
防
接
種
歴
が
２
回
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

助
成
額

①�

予
防
接
種
を
希
望
す
る
女
性
の
方
は
、

１
回
の
予
防
接
種
費
用
を
全
額
助
成
し

ま
す
。

②�

現
在
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
ご
家
族
の

方
等
は
、
自
己
負
担
額
（
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
３
千
円
、
風
し
ん
単

独
ワ
ク
チ
ン
２
千
円
）
を
除
い
た
金
額

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
方
法

　

予
防
接
種
後
、
医
療
機
関
で
全
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
市
役
所
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
指
定
さ
れ
た
振
込
先
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　

提
出
書
類
等
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

☎
63
―
３
１
１
５

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）

相
談
・
検
査
の
ご
案
内

　

佐
渡
市
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
Ｂ

型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
る
方
の
割
合
が
、
県

平
均
の
約
２
倍
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
検
査
を
受
け
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
。
特
に
40
歳
以
上
の
方
で
検

査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査
は
、

無
料
匿
名
で
、
結
果
は
約
１
時
間
で
わ
か

り
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　

11
月
11
日
㈪　

午
後
１
時
～
７
時

　

11
月
25
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料

お
申
し
込
み

　

検
査
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
☎
74
―

４
３
０
０
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

　

エ
イ
ズ
は
特
別
な
方
だ
け
が
か
か
る
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か

り
ま
せ
ん
。
検
査
は
、
無
料
匿
名
で
、
結

果
は
約
１
時
間
で
わ
か
り
ま
す
。
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　

11
月
11
日
㈪　

午
後
１
時
～
７
時

　

11
月
25
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料

お
申
し
込
み

　

検
査
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
☎
74
―

４
３
０
０
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
予
防
の
鍵
は

「
手
洗
い
」

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
症
と
食
中
毒
、

２
つ
の
顔
を
持
つ
非
常
に
感
染
力
の
強
い

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
多
く
の
場
合
、
ウ
イ
ル

ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
、
汚
染
さ
れ
た

手
を
介
し
て
口
か
ら
体
内
に
入
っ
て
感
染

し
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
24
時
間
か
ら
48

時
間
後
に
お
う
吐
や
下
痢
な
ど
の
胃
腸
炎

症
状
を
お
こ
し
ま
す
。

　

予
防
と
し
て「
調
理
前
」「
食
事
前
」「
ト

イ
レ
の
後
」な
ど
に
流
水
、石
け
ん
で
し
っ

か
り
と
手
を
洗
う
こ
と
が
大
変
有
効
で
す
。

ま
た
、

○�

食
品
の
十
分
な
加
熱
（
85
℃
、
１
分
以

上
）

○�

調
理
用
具
や
汚
染
箇
所
の
消
毒
（
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス

の
効
力
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
し
た
場
合
、
回
復
後
も
１
週
間
か

ら
１
か
月
程
度
ウ
イ
ル
ス
を
便
か
ら
排
出

し
続
け
ま
す
。
正
し
い
予
防
を
し
っ
か
り

行
い
、
２
次
感
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

生
活
衛
生
課
☎
74
―
３
３
９
９

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

佐
渡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
年
末
調
整
説
明
会
」
を 

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
平
成
25
年

分
の
年
末
調
整
説
明
会
を
、
次
の
日
程
で

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
に
て
開
催
し
ま

す
。11

月
19
日
㈫

①
午
前
10
時
～
正
午

　

佐
和
田
地
区
対
象

②
午
後
２
時
～
４
時

　

小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
地
区
対
象

11
月
20
日
㈬

①
午
前
10
時
～
正
午

　

両
津
・
真
野
地
区
対
象

②
午
後
２
時
～
４
時

　

相
川
・
金
井
・
新
穂
・
畑
野
地
区
対
象

　

こ
の
説
明
会
は
、
法
人
お
よ
び
個
人
事

業
者
の
方
で
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
方

が
対
象
で
す
。

　

該
当
す
る
地
区
の
日
時
に
出
席
で
き
な

い
場
合
は
、
都
合
の
よ
い
日
時
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
末
調
整
に
関
す
る
所
得
税
源

泉
徴
収
簿
な
ど
の
書
類
お
よ
び
法
定
調
書

の
一
部
の
用
紙
は
、
一
定
枚
数
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

用
紙
が
不
足
す
る
場
合
は
、
説
明
会
当

日
の
会
場
受
付
、
ま
た
は
、
佐
渡
税
務
署
、

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
お
よ
び
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp

）
か
ら
、
各
種
用
紙
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
や
コ
ピ
ー
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　

☎
74
―
３
２
７
６

　
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
税
務
署
の
担
当
部
門
に
お
つ
な

ぎ
し
ま
す
。）

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
が
で
き
る

よ
う
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
大
切
な
人
を
助
け
る

た
め
に
必
要
な
の
は
、
確
か
な
知
識
と
技

術
、
そ
し
て
あ
な
た
の
勇
気
で
す
。

11
月
の
講
習

日
時　
11
月
24
日
㈰　

午
後
１
時
～

場
所　
南
佐
渡
消
防
署

　
　
　
（
羽
茂
本
郷
１
９
６
―
２
）

講
習
内
容

Ⅰ
講
習
（
３
時
間
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生せ
い

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー
ス

で
す
。

Ⅱ
講
習
（
４
時
間
）

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
知
識
の
確
認
と
実
技

の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

定
員　
10
名
程
度

　
　
　
（
小
学
５
年
生
以
上
が
対
象
）

受
講
料　
無
料

申
込
締
切　
11
月
22
日
㈮

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

南
佐
渡
消
防
署
救
急
・
救
助
係

　

☎
88
―
３
１
１
９

※
12
月
は
両
津
消
防
署
で
開
催
予
定
で
す
。

「
大
佐
渡
石
名
天
然
杉　

遊
歩
道
」

冬
期
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

　
「
大
佐
渡
石
名
天
然
杉　

遊
歩
道
」
の

今
シ
ー
ズ
ン
の
一
般
開
放
は
、
11
月
下
旬

に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

閉
鎖
す
る
日
は
、
降
雪
状
況
等
を
考
慮

の
上
、
決
ま
り
次
第
、
佐
渡
地
域
振
興

局
・
佐
渡
観
光
協
会
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
佐
渡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
協
議
会
の
ブ
ロ

グ
、
文
字
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ー
プ
ン
に
つ

い
て
は
、
来
春
の
融
雪
状
況
を
み
た
上
で
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　

林
業
振
興
課
☎
74
―
３
３
９
５

　

佐
渡
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

　

地
域
振
興
課
☎
74
―
３
１
２
９

お
わ
び
と
訂
正

　

10
月
10
日
発
行
の
市
報
さ
ど
10
月

号
の
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

13
ペ
ー
ジ
の
、
羽
茂
保
育
園
の
開

所
・
閉
所
時
間
に
つ
い
て

（
正
）
７
：
30
～
19
：
00

（
誤
）
７
：
30
～
20
：
00

新潟県交通災害共済

　見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間は交通災害
を受けた日から起算して「１年以
内」です。
　もう一度ご確認を！

　お問い合わせは、佐渡市役所
総務課防災危機管理室（☎６３－
５１３５）まで
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〈平成２５年 住生活総合調査にご協力ください〉
「住生活総合調査」は現住居に対
する満足度や今後の住み替え・
住居の改善の意向などをお伺い
する統計調査です。

　国土交通省が都道府県と市町
村の協力のもと、全国各地で行
います。

【調査基準日：１２月１日】

□　�調査対象は本年１０月に実施された「住宅・土地統計調査」
にご回答いただいた世帯の一部から無作為に抽出します。

□　�対象となった世帯には、11 月下旬から、新潟県知事が発行
した「調査員証」を携帯した調査員がお宅を訪問します。

□　�調査をお願いする皆さまには、重ねてお手数をおかけするこ
ととなりますが、ご協力のほどよろしくお願いします。

お問い合わせ　市役所建設課住宅係
☎６３－５１１８

公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格 Aから Cに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
A　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
B　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
C　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者
のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯
などは214,000円）以下であること

③�　収入月額が158,000円以上487,000円以下で
あること
 　　収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）　　　　　　　　　　　　　１２

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

相川
おりと住宅 ( ３階、４階 ) 2 ② ○ S53 耐火構造４階建て 3DK 14,800 ～ 29,000

県営おりと住宅 ( １階 ) 1 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300

金井
木戸沢第３住宅 ( １階 ) 1 ①② - H9 木造２階共同建て 3DK 19,600 ～ 38,400

［特］木戸沢第３住宅 (１階) 1 ①③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

新穂 青木第２住宅 1 ①② - H7 木造２階一戸建て 3DK 22,100 ～ 43,300

真野 新町団地 1 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

小木 木野浦団地 1 ①③ - H8 木造２階一戸建て 2LDK 38,000【定額】

赤泊 小熊団地 1 ③ ○ H17 木造２階メゾネット 1LDK 33,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 11 月 29 日㈮　午後５時
■入居予定	 12 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。
　　　　　　◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分
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■
９
回
目
の
ト
キ
放
鳥
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
27
日
か
ら
第
９
回
目
と
な
る
ト
キ

放
鳥
が
行
わ
れ
、
新
た
に
17
羽
の
ト
キ
が

佐
渡
の
大
空
を
舞
い
、
佐
渡
の
自
然
下
の

ト
キ
は
１
０
０
羽
に
達
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ

は
、
放
鳥
直
後
は
普
段
ト
キ
が
見
ら
れ

な
い
場
所
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
も
し
、
ト
キ
を
見
か
け
た
ら
ト
キ
交

流
会
館
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

９
８
０
―
５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
情
報
が
重
要
な
デ
ー
タ
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ト
キ
を
見
か
け
た
ら
次
の
点
に
注
意
し
、

や
さ
し
く
静
か
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
ト
キ
に
近
づ
か
な
い

②
車
内
か
ら
観
察
す
る

③
大
き
な
音
や
光
を
出
さ
な
い

※�

特
に
ね
ぐ
ら
や
巣
の
あ
る
林
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
ト
キ
観
察
ル
ー
ル
ガ
イ
ド
抜
粋
）

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
19
日
、
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
カ
ン

ゾ
ウ
の
会
様
か
ら
15
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

カ
ン
ゾ
ウ
の
会
様
は
、
佐
渡
市
誕
生

の
平
成
16
年
か

ら
毎
年
寄
付

を
さ
れ
、
今
回

で
寄
付
総
額

が
１
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し

た
ご
芳
志
は
、

ト
キ
の
野
生
復
帰
や
ト
キ
の
生
息
環
境
の

整
備
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■�

佐
渡
と
き
保
護
会
２
０
１
４
カ
レ
ン

ダ
ー
の
ご
紹
介

　

ト
キ
保
護

募
金
の
た
め

に
１
部
２
千

円
の
ご
寄
付

を
お
願
い
し

ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
と
き
保
護
会
事
務
局
（
両
津
郷
土

　

博
物
館
内
）
☎
23
―
２
１
０
０

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

配
置
地
区　
岩
首
地
区

配
置
時
期

　

平
成
25
年
２
月
15
日
着
任

　

同
年
４
月
か
ら
岩
首
地
区
で
活
動
開
始

出
身
地　
東
京
都
西
東
京
市

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

初
め
て
佐
渡
を
訪
れ
た
時
か
ら
、
自
然

の
鮮
や
か
な
色
や
匂
い
、
季
節
や
時
間
に

よ
っ
て
変
わ
る
集
落
の
景
色
が
大
好
き
で

す
。

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
前
浜
地
域
に
は
、

魅
力
あ
る
人
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。
本
を

読
む
の
が
好
き
で
す
が
、
読
む
暇
が
な
い

く
ら
い
人
と
の
会
話
か
ら
も
ら
え
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

配
置
地
区
（
岩
首
地
区
）
で
の
活
動
等

　

岩
首
地
区
に
来
た
観
光
客
に
、
地
元
ガ

イ
ド
と
一
緒
に
棚
田
や
養
老
の
滝
の
案
内

を
し
た
り
、
集
落
の
昔
の
話
や
農
作
業
の

こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
、
地
域
の
情
報
発

信
や
地
域
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

８
月
に
は
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
蘇
れ　

美
竹
林　

岩
首
竹
灯

り
の
集
い
」
を
東
京

工
科
大
学
の
学
生
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で

お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
約
７
千

本
の
竹
灯
篭
を
旧
岩
首
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
海
岸
線
沿
い
に
置
い
て
、
大
学
生
と

地
元
の
方
々
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
入
り
毎
晩
お
宮
で
行
わ

れ
る
鬼
打
ち
の
練
習
に
参
加
し
、
15
日
の

例
祭
で
余
興
部
と
一
緒
に
鬼
太
鼓
で
各

家
々
を
回
り
ま
し
た
。「
こ
の
花
は
、
聡

子
に
打
っ
て
も
ら
い
て
ぇ
。」
と
言
わ
れ

た
時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
後
の
抱
負

　

４
月
か
ら
の
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
活
か
し
、
岩
首
地
区
で
の
農
業
体

験
、
交
流
事
業
や
地
域
の
特
色
を
、
島
内

外
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
各
集
落

で
、
じ
っ
く
り
話
し
を
聞
く
機
会
を
も
っ

て
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
108

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

新
にっ

田
た

　聡
さと

子
こ

さん
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金
銀
山
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
鉱

石
の
捨
石
を
利
用
し
て
一
町
目
か
ら
下
戸

ま
で
の
海
岸
を
埋
め
立
て
、
新
し
い
町
づ

く
り
が
進
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
材
木
町

か
ら
北
側
に
か
け
て
は
岩
礁
地
帯
で
、
数

多
く
の
岩
が
あ
り
ま
し
た
。

　

天
保
13
（
１
８
４
２
）
年
に
描
か
れ
た

「
佐
渡
一
国
海
岸
絵
図
」
を
見
る
と
、
新

材
木
町
か
ら
材
木
町
に
か
け
て
「
サ
サ
イ

（
さ
ざ
え
？
）
岩
」「
白
岩
」「
半
舟
岩
」「
笠

岩
」、
板
町
に
は
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
岩
」「
沖

ノ
丸
岩
」「
長
岩
」
の
名
が
見
え
ま
す
。

　

大
間
町
か
ら
柴
町
の
海
岸
に
は
「
渡

り
」「
大
平
瀬
」
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す

が
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
か
ら
明
治

25
（
１
８
９
２
）
年
に
か
け
て
大
間
港
を

築
く
た
め
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
13
（
１
９
３
８
）

年
「
重
要
鉱
物
増
産

法
」
公
布
に
よ
っ
て
、

一
町
目
以
南
か
ら
下
戸

浜
ま
で
の
南
北
１
・
48

㎞
、
６.６
㌶
に
お
よ
ぶ
浜

石
採
取
に
よ
っ
て
海
岸

線
の
景
観
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
51
（
１
９
７
６
）

年
か
ら
始
ま
っ
た
公
有
地
造
成
事
業
の
埋

め
立
て
で
、
相
川
海
岸
の
北
側
に
あ
っ
た

岩
礁
も
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。

◆�

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課	

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）	

☎
63
―
５
１
３
６

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑸  

―
相
川
海
岸
の
変
遷
―

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も

急
増
し
て
い
ま
す
。

具
体
例

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が

格
安
で
販
売
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
を
見
つ

け
、
注
文
し
た
。
業
者
の
指
示
し
た
銀
行

口
座
に
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
、
１
か
月

近
く
経
っ
て
も
商
品
が
届
か
な
い
。
業
者

に
電
話
し
て
伝
え
て
も
「
も
う
発
送
し
ま

し
た
」
と
答
え
る
だ
け
で
、
そ
の
う
ち
に

電
話
が
不
通
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・�

配
送
漏
れ
や
行
き
違
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
注
文
時
の
や
り
取
り
の
記

録
や
、
代
金
振
込
み
の
控
え
を
用
意
し
、

頻
繁
に
連
絡
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

・�
業
者
と
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
場
合
、

商
品
の
送
付
や
返
金
を
求
め
る
旨
、
配

達
記
録
を
付
け
て
書
面
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

・�

書
面
が
戻
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
な
ど
、

詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
に
相
談
し
、
代
金
を
振
り
込

ん
だ
金
融
機
関
に
ト
ラ
ブ
ル
の
状
況
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・�

ネ
ッ
ト
は
相
手
の
顔
が
見
え
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
信
用
性
や
確
実
性
を
見
極

め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
評
判
を
確
認
し

た
り
、
前
も
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
電

話
番
号
に
電
話
を
か
け
た
り
、
地
図
検

索
サ
イ
ト
で
実
際
の
建
物
の
所
在
等
を

確
認
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

心
配
な
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さど

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

確
認
し
て
か
ら
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

「佐渡一国海岸絵図」　中央に一里島、左手に横島が見える。

▲下戸での浜石採取（昭和14年ごろ）

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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海
女
さ
ん
と
た
ら
い
舟

　

ア
ジ
ア
で
ジ
オ
パ
ー
ク
に
取
り
組
む
地
域

が
集
ま
る
大
会
が
、韓
国
の
済
州
島
で
開
か
れ
、

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
２
人
が
参
加
し
、教

育
分
野
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

開
催
地
と
な
っ
た
済
州
島
は
、生
物
圏
保

護
区
、世
界
自
然
遺
産
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

３
つ
の
事
業
に
取
り
組
む「
ユ
ネ
ス
コ
ト
リ
プ

ル
ク
ラ
ウ
ン
」を
持
つ
島
で
、佐
渡
の
お
手
本

と
な
り
得
る
島
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
視
点
か
ら
見
て
共
通
す
る

部
分
は
、済
州
島
は
火
山
島
で
あ
る
た
め
、そ

の
海
岸
風
景
は
、大
昔
の
海
底
火
山
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
小
木
半
島
の
海
岸
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。

　

で
は
、小
木
半
島
で
よ
く
見
ら
れ
る「
た
ら

い
舟
」は
、済
州
島
で
も
存
在
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。正
解
は
、見
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り

済
州
島
に
は
大
勢
の
海
女
さ
ん
が
い
て
、海
女

さ
ん
の
博
物
館
も
あ
り
ま
す
。火
山
島
で
あ
る

済
州
島
は
、雨
が
す
ぐ
に
地
下
に
し
み
込
む

土
地
で
あ
る
た
め
、大
き
な
川
も
無
く
、稲
作

が
で
き
ず
、粟
や
麦
な
ど
を
食
べ
て
い
た
時
代

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、島
の
人
々
、特

に
女
性
は
豊
富
な
海
産
物
を
求
め
て
海
へ
出

て
生
活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
の
た
ら
い
舟
、小
木
半
島
の
集
落
で
は

「
桶
を
半
切
り
」に
し
て
使
い
始
め
た
こ
と
か

ら「
は
ん
ぎ
り
」と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

地
で
発
展
し
た
の
は
、

い
く
つ
か
の
要
因
が

あ
り
ま
す
。隣
町
の

羽
茂
に
樽
職
人
や
味

噌
会
社
が
あ
っ
た
こ

と
、材
料
と
な
る
木

材
や
竹
が
豊
富
だ
っ

た
こ
と
、そ
し
て
、浅
瀬
が
広
が
る
岩
礁
地
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

似
た
景
色
を
持
つ
ア
ジ
ア
の
中
で
あ
っ
て
も
、

島
を
つ
く
っ
て
い
る
大
地
が
違
う
と
生
活
様

式
や
文
化
ま
で
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。つ
ま

り
、私
た
ち
の
現
在
の
生
活
は
、大
地
と
深
く

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
の
繋
が
り
を
実
感

す
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
が
、ジ
オ
パ
ー
ク
で

す
。

　

私
た
ち
は「
た
ら
い
舟
」と
い
う
と
小
木
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
す
が
、島
外
の
人
に

と
っ
て
は
、島
の
ど
こ
で
も
使
わ
れ
て
い
る
乗

り
物
に
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。普
段
、

当
た
り
前
に
見
て
、聞
い
て
、食
べ
て
い
る
も
の

で
あ
っ
て
も
、島
の
外
の
世
界
か
ら
見
た
ら
貴

重
で
珍
し
い
も
の
が
周
囲
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

佐
渡
市
立
前
浜
小
・
中
学
校

　

平
成
24
年
度
よ
り
前
浜
小
学
校
・
前

浜
中
学
校
連
携
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。今
年
度
は
、小
学
生
22
人
、中

学
生
11
人
の
33
人
で
連
携
校
の
良
さ
を

生
か
し
た
教
育
活
動
・
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
中
連
携
校
の
良
さ
を
生
か
し
た
教

育
活
動
の
一
つ
に「
前
浜
ば
や
し
」が
あ
り

ま
す
。以
前
は
、「
前
中
ば
や
し
」と
し
て

平
成
16
年
よ
り
中
学
生
が
演
奏
し
て
き

ま
し
た
。昨
年
度
小
中
連
携
校
の
ス
タ
ー

ト
に
併
せ
て
、新
た
に「
前
浜
ば
や
し
」と

し
て
合
同
運
動
会
で
披
露
し
ま
し
た
。独

自
の「
お
囃は
や

子し

」の
あ
る
学
校
は
県
下
で

も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、５
年
生
か
ら
篠
笛
の
練

習
を
始
め
ま
す
。休
み
時
間
に
中
学
生
か

ら
吹
く
と
き

の
姿
勢
・
音

の
出
し
方
・

指
使
い
な
ど
、

丁
寧
に
教
え

て
も
ら
い
ま

す
。
中
学
生

の
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
小

学
生
の
腕
も

上
が
っ
て
い

き
ま
す
。低
・

中
学
年
の
子

ど
も
た
ち
は
、

「
前
浜
ば
や

し
」
の
演
奏

に
合
わ
せ
て

演
技
を
行
い

ま
す
。小
中
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
和
楽

器
を
演
奏
す
る「
前
浜
ば
や
し
」は
佐
渡

の
伝
統
芸
能
に
も
通
じ
る
、ま
さ
に
前
浜

小
中
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芸
能
文
化
で

す
。

　

ま
た
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育

活
動
に「
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」が
あ
り

ま
す
。水
津
漁
業
研
究
会
と
水
津
魚
家

女
性
部
な
ど
が
主
催
し
て
毎
年
６
月
に

実
施
し
て
お
り
、今
年
で
21
回
目
に
な
り

ま
す
。小
学
生
と
中
学
生
が
一
緒
に
参
加

し
、佐
渡
地
域
振
興
局
の
方
か
ら
の
海
に

関
す
る
講
演
を
聞
い
た
後
、イ
カ
さ
ば
き

や
漁
船
乗
船
体
験
、活
魚
の
ふ
れ
あ
い
体

験
等
を
行
い
ま
す
。「
毎
年
行
っ
て
い
る
の

で
上
手
に
イ
カ
を
さ
ば
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」「
漁
師
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」な
ど
、海
の
恵
み
や
漁
業
に
携
わ

る
人
々
の
思
い
に
ふ
れ
、子
ど
も
た
ち
に

は
ふ
る
さ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、佐
渡
を
誇

り
に
思
う
心
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉛

前浜ばやし

ふれあい体験学習

小木のたらい舟
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　「東京神楽坂ライオンズ文庫」とは、佐渡ライオンズクラブと姉妹クラブ
である東京神楽坂ライオンズクラブから佐渡市に児童図書を中心に寄贈して
いただいているもので、昭和 46年から現在まで、約６千冊の図書が寄贈さ
れています。今年も 10万円相当、63冊の児童図書が届きました。
　両津図書館（☎２７－４１８２）に「東京神楽坂ライオンズ文庫」として
設置してあります。皆さん、ぜひご利用ください。

第
37
回
ふ
る
さ
と
祭
り
（
羽
茂
地
区
）

　

８
月
15
日
㈭
、
羽
茂
支
所
前
駐
車
場
と

羽
茂
地
区
公
民
館
に
お
い
て
「
第
37
回
ふ

る
さ
と
祭
り
」
を
開
催
し
、
帰
省
客
や
市

民
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

祭
り
で
は
、
関
東
羽
茂
会
に
よ
る
花
火

の
無
料
配
布
や
、
飲
食
や
ゲ
ー
ム
な
ど
９

団
体
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
渡
市
指
定
無
形
文
化
財
「
孤

篷
遠
州
流（
こ
ほ
う
え
ん
し
ゅ
う
り
ゅ
う
）

生
花
」
の
展
示
が

あ
り
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
バ

ン
ド
演
奏
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
郷
土
芸

能
の
民
謡
、
伝
統

芸
能
の
「
つ
ぶ
ろ

さ
し
」「
鬼
太
鼓
」

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
と
一
緒
に
な
っ
た

盆
踊
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
抽
選
会
を
行
い
、
来

場
者
は
当
選
番
号
に
一
喜
一
憂
し
、
お
盆

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
学
級
（
佐
和
田
地
区
）

　

９
月
17
日
㈫
、
佐
渡
中
央
会
館
に
て
、

佐
和
田
地
区
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

「
ふ
れ
あ
い
学
級
」
の
講
座
と
し
て
、
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康

推
進
室
の
栄
養
士
を
迎
え
、
多
く
の
参
加

者
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
食
欲
の
秋
」
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、「
秋
鮭
と
き
の
こ
の
酒
蒸
し
」「
キ
ャ

ベ
ツ
と
じ
ゃ
が
い
も
の
ス
ー
プ
」「
か
ぼ

ち
ゃ
の
き
ん
ぴ
ら
」「
り
ん
ご
の
コ
ン
ポ
ー

ト
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

男
性
の
学
級
生
の
参
加
も
あ
り
、
意
外

に
も
手
際
よ
く
女
性
の
参
加
者
と
と
も
に

調
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
時
間
程
で
料
理
は
出
来
上
が
り
、
み

ん
な
で
談
笑
し
な

が
ら
美
味
し
く
ご

飯
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
学
級

で
は
12
月
に
も
「
お

正
月
メ
ニ
ュ
ー
」

の
調
理
実
習
を
行

う
予
定
で
す
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

書名・シリーズ名 出版社 冊数
少女海賊ユーリ　全 10 巻 童心社 10
迷宮ケ丘　あなたをさそう奇妙な五つの世界　全 5 巻 偕成社 5
なぜ？どうして？身近なぎもん　全 6 巻 学研教育出版 6
絵本 < 気になる日本の木 > 理論社 4
言葉図鑑 偕成社 2
世界の文字と言葉入門　第 1 期 小峰書店 8
白川静文字学に学ぶ漢字なりたちブック　1 年生～ 6 年生 太郎次郎社エディタス 6
名作読書きっかけ大図鑑 日本図書ｾﾝﾀｰ 3
自転車まるごと大事典 理論社 1
ものがたりさがし絵本 ひくまの出版 4
やんちゃっ子の絵本　4 ～ 6 クレヨンハウス 3
アイウエ動物園　5 ～ 7 クレヨンハウス 3
ナツカのおばけ事件簿　8 ～ 11 あかね書房 4
ポプラちいさなおはなし　50 ～ 53 ポプラ社 4

今年も、東京神楽坂ライオンズ文庫の 
児童書が届きました!

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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第15回産業振興フォーラム開催される
　　首都圏佐渡連合会主催の「産業振
興フォーラム」を８月31日、表参道・新
潟館ネスパスで開催しました。
　第１部は、新穂北方で農業を営む ㈱
佐渡 相田ライスファーミングの代表取
締役・相田忠明氏から「佐渡だからでき
る米作り」と題して基調講演をいただきました。相田家は、
ご両親とお子様３人を含む７人家族の専業農家で、父親
の代から始めた米の有機栽培やカキ殻を米作りに活用し
たユニークな農法に取り組み、トキとともに生きる農業、手
間ひまをかけたこだわりの農法が、おいしいお米作りのみ
ならず、豊かな自然の再生につながっていることをご紹介
いただきました。また、鬼太鼓など伝統芸能や、さまざまな
地域活動の世話役を行うとともに、米販売等の各種イベン
トにも積極的に参加し、国内外に「佐渡の米作り」をＰＲ
する、いわば「佐渡の米作り大使」のような活動を行ってい
ることなどを聞き、元気な佐渡の若い農業人のお話に参
加者一同、感動しました。

　第２部では、佐渡市役所農林
水産課の坂田和三主幹より、「人
とトキが共生できる社会の実現
に向けて」ということで、「トキふ
れあいプラザ」を中心に保護活
動をご紹介いただきました。

　今回は90人という多くの方々にお集まりいただき、講演
会、懇親会ともに大盛況でありました。なお、次回フォーラ
ムは、平成26年３月２日、両津夷出身のファッション界の
偉才・本間正章氏を講師に行う予定です。こうご期待。

（文責：佐渡市東京事務所・小路　徹）

首都圏情報コーナー寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し上げ
ます。
○�物品　液晶テレビ１台、デジタルカメラ
５台、中学校社会ＤＶＤ地理１個、授業
用ソフトバレーボール２個	
真野中学校の教育環境整備のため	
公益財団法人	
　　ベルマーク教育助成財団	
　　　事務局長　青柳　正悟　様

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　11月25日㈪～29日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・�土地や建物の売買、贈与、相続、担保権の
設定等の手続き
・�会社・法人の設立、変更等の登記問題
・�金銭の貸し借り、借地・借家等のトラブルの
申し立て
・�多重債務者の調停、訴訟、自己破産等によ
る救済の申し立て
・�訪問販売の解約、保証人、隣地間のもめ事
等の手続き
・�家庭内の人間関係と結婚、離婚、内縁等の
問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・�高齢者の今後の財産管理等（生前贈与・遺
言・負担付遺贈・死因贈与・信託・財産管理
委任契約等の手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７
（平日・午前９時～午後５時）

地域活動報告会～人のつながりが育む松ケ崎地区のまつり～
　少子高齢化や人口減少などにより、これまで集落で行われてきたお祭りや芸能の継承が困難になってきて
いることが、島内各地で問題となっています。今後もそれらの地域行事を維持し、その地域の人たちが笑顔で
暮らし続けるために、佐渡島内の事例をもとに今後の地域コミュニティのあり方について皆さんで一緒に考え
てみませんか？
　当日は、地区外では初の試みとなる松ケ崎地区７か所すべての鬼太鼓の実演が行われます。多くの皆さまの
お越しをお待ちしています。
日時　12月１日㈰　午後１時～４時20分　　場所　佐渡島開発総合センター３階　大集会室
内容　松ケ崎地区の祭りの現状　（特非）佐渡芸能伝承機構　松田 祐樹
　　　講演　上越教育大学　玉村 恭 先生　　実演　松ケ崎地区７集落の鬼太鼓
　　　パネルディスカッション
主催　佐渡市、ＮＰＯ法人佐渡芸能伝承機構（☎０８０－６６３４－３４２３）
共催　松ケ崎地区若衆

相田忠明氏

会場の様子
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 9.17〜 10.14届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 下久知 本　間　一　男 77 9.16
　〃 玉崎 古　澤　ミチ子 84 9.16
　〃 加茂歌代 澁　谷　　　稔 76 9.17
　〃 両津湊 伊　藤　　　稔 81 9.20
　〃 梅津 宮　本　順　一 64 9.22
　〃 浜田 渡　邉　タマ子 89 9.22
　〃 加茂歌代 岩　岸　義　種 79 9.25
　〃 長江 市　橋　輝　海 63 9.25
　〃 両津夷 中　田　　　博 77 9.30
　〃 北五十里 古　山　幸　弘 78 10.  4
　〃 両尾 白　井　　　一 66 10.  4
　〃 水津 細　井　乙　江 95 10.  5
　〃 野浦 羽　豆　スミノ 93 10.  8
　〃 両津湊 藤　木　　　亨 89 10.  8
　〃 両津湊 土　屋　タ　ヘ 94 10.12
相　川 相川八百屋町 三　浦　チヅヱ 84 9.16
　〃 相川一町目 石　見　　　満 79 9.20
　〃 相川大工町 長　濱　シ　マ 93 9.22
　〃 相川一町目浜町 丸　山　静　枝 96 9.24
　〃 二見 平　藤　ハツヱ 93 9.26
　〃 北田野浦 　　岡　儀　一 86 9.27
　〃 北田野浦 山　下　重　行 70 9.28
　〃 戸地 本　間　美登利 82 10.  1
　〃 北立島 堀　川　幸　吉 90 10.  7
　〃 小川 加　藤　サ　キ 93 10.  8
　〃 戸地 山　本　善　夫 84 10.  8
　〃 戸中 有　井　芳　晴 78 10.  8
佐和田 河原田本町 家　後　キミヱ 84 9.23
　〃 八幡新町 渡　邉　一　盛 76 9.24
　〃 真光寺 藤　井　チヨ子 83 9.26
　〃 河原田本町 中　山　啓　治 77 9.27
　〃 上矢馳 本　間　茂　男 89 10.  1
　〃 八幡 隂　山　キヨ子 87 10.  1
　〃 市野沢 吉　良　チヨヱ 90 10.  5
　〃 上長木 伊　藤　ミツエ 70 10.  7

佐和田 沢根篭町 眞　藤　信　子 79 10.  9
金　井 金井新保 　　玉　敏　明 72 9.29
　〃 千種 関　根　マサミ 88 9.29
　〃 中興 岩　田　　　博 86 10.  2
　〃 中興 髙　野　タ　マ 90 10.  2
新　穂 新穂瓜生屋 本　間　清　雄 88 9.22
　〃 新穂正明寺 久　文　千　秋 60 9.24
　〃 新穂瓜生屋 大　　　　　孝 85 10.13
畑　野 目黒町 長　嶋　キヨノ 84 9.25
　〃 畑野 中　堀　正　美 71 10.11
　〃 宮川 藏　田　ナホミ 66 10.13
真　野 金丸 後　藤　兵一郎 93 9.17
　〃 田切須 佐々木　義　英 55 9.19
　〃 四日町 金　子　　　稔 88 9.24
　〃 竹田 遠　藤　泰　勇 80 10.  3
　〃 長石 石　川　　　稔 70 10.  7
　〃 西三川 和　泉　秀　雄 80 10.  7
　〃 真野新町 石　塚　久　子 67 10.  8
小　木 小木町 北　嶋　　　繁 87 9.16
　〃 小木町 石　木　セ　ヨ 89 9.19
　〃 小木町 伊　藤　チ　ヱ 94 9.29
　〃 小木強清水 佐　藤　隆　一 80 10.  1
　〃 小比叡 渡　邊　長　壽 89 10.  9
羽　茂 羽茂大石 下野平　敬太郎 83 9.18
　〃 羽茂大崎 中　原　德　壽 97 9.20
　〃 羽茂滝平 池　田　哲　男 83 9.20
　〃 羽茂村山 安　福　ヤ　ヱ 92 9.20
　〃 羽茂村山 笠　井　新　治 70 9.26
　〃 羽茂大崎 藤　井　千　代 100 10.  1
　〃 羽茂上山田 瀬　戸　　　峻 81 10.10
　〃 羽茂本郷 中　原　　　子 78 10.12
赤　泊 南新保 佐　藤　孝　子 93 9.19
　〃 莚場 冨　永　儀　　 75 9.23
　〃 莚場 松　本　秀　麿 89 10.12
　〃 真浦 金　子　ヨシノ 100 10.13

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（なるみ）
（ゆうじろう）
（りいさ）
（あさひ）
（らいと）
（れん）
（あやね）
（たくま）
（てつお）
（ひろと）
（せな）

（いたる）
（れい）
（そおと）
（みゆ）
（みずき）
（ゆうめい）
（ゆきの）
（ゆうせい）
（かな）
（ゆいか）
（こうき）
（しゅん）

両　津 両津福浦二丁目 角　野　鳴　海 貴之 9.11
　〃 梅津 三　好　優士朗 秀男 9.20
　〃 梅津 本　間　莉唯咲 三治 9.27
　〃 下久知 渡　部　朝　陽 淳志 10.10
相　川 二見 竹　内　麗　人 健 9.18
　〃 稲鯨 岩　﨑　　　蓮 信幸 10.  2
　〃 二見 長　井　綾　音 亮 10.  5
佐和田 河原田本町 　　野　拓　真 啓友 9.  5
　〃 市野沢 村　中　鉄　旺 英樹 9.28
　〃 石田 石　塚　広　登 貴宏 10.10
金　井 泉 浅　田　成　梛 孝 9.18

金　井 貝塚 本　間　　　摯 創 9.18
　〃 金井新保 大　崎　　　怜 絢也 9.22
　〃 金井新保 松　井　蒼　音 洋一 10.  2
畑　野 畑野 須　田　美　優 達也 9.15
　〃 宮川 羽二生　水　葵 大樹 9.16
　〃 畑野 本　間　優　明 龍太 9.22
　〃 寺田 本　間　柚木乃 宏 9.26
　〃 畑野 葉　梨　結　星 賀也 9.30
真　野 長石 佐々木　奏　奈 幸寛 9.13
　〃 豊田 松　本　結　楓 健 9.21
羽　茂 羽茂本郷 海老名　孝　希 知明 9.25
赤　泊 徳和 菊　池　　　駿 幸太郎 9.23
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りんご

●作り方
①� りんごは、分量の3/４量を
5mmの幅のいちょう切りにす
る。
②� 残りのりんごとにんじんをす
りおろす。
③� ①と②を鍋に入れ、焦げない
ように注意しながらやわらか
くなるまで煮る。
　�（仕上げにレモン汁を入れる
　とさっぱりします。）

●材料（1人分）
りんご：1/3個(80g)、
にんじん：1 / 5 本
(20g)
☆�そのままでおいし
く食べられますが、
パンやヨーグルト
にも合います！

朝食メニュー
●食パン、●りんごのキャロット煮（佐渡産）●野菜
たっぷりポトフ●サラダ●牛乳

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指し
『地産地消』に取り組んでいます。
　この日の内海府小・中学校の給
食の佐渡産食材は、牛乳、地域の方が無農薬農法で生産した「海の
米」、地元で獲れたトビウオ、地元産のかぼちゃ、なす、塩こうじでし
た。
　内海府小・中学校の給食には、月に３、４回「海府でとれた魚の
日」があり、サザエ、フグ、トビウオ、ヤリイカ、タコなど、潮の香り漂
う獲れたての海産物が登場します。また、毎日のように地域の方が生
産した農産物を使用し、子どもたちが収穫してきた山菜や椎茸を給
食に取り入れることもあり、海府の旬の恵みが話題となる笑顔溢れ
る楽しい給食タイムとなっています。
　「ごちそうさま」のあいさつをした後に、廊下から給食室に向かっ
て「美味しかっ
たです。」の子ど
もたちの言葉が
飛び交う光景か
ら、給食の時間
が「食育推進」の
中心的な役割と
なっていることを
感じます。

給食の様子

海の米、味つけのり、牛乳、とびうお
の塩こうじ焼、にら豚炒め、かぼちゃ
のみそ汁、ぶどう

　西三川果樹組合組
合長の佐々木さんは、
「さかや農園」の３代
目で、就農して 15年
になるそうです。り
んご栽培の歴史は古
く、初代が昭和 18年
ごろから始めたそう
です。

　りんごのシーズンは９月から 12月までで、「つがる」や「ふ
じ」など数品種を切れ目なく収穫して、半分は贈答用になる
そうです。有名な産地に勝つためには味で勝負ということで、
「蜜入り（完熟）」したりんごにこだわっているそうです。
　昔に比べて今は３kg や５kg の箱に人気があるそうで、今後
はそうした顧客のニーズの変化に対応していきたいとのこと
でした。
　おいしいりんごの見分け方は「おしり」を見ること。青み
が抜けて赤いものが熟したりんごだそうです。

りんご栽培
佐々木 伸彦さん（田切須）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ りんごの
キャロット煮

内海府小・中学校
⑳

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元氣にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ 市役所地域振興課（情報政策係） ☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

① 井戸の適正管理
　家庭用の浅井戸は地
表の影響を受けやすい
ものが多いことから、そ
の周辺を清潔に保つとと

もに、汚水や動物の排泄物などの流入に注意し
ましょう。
② 水質検査で安全確認
　井戸水の水質はいつも同じではありません。
天候などにより水質が変化している可能性や、
鉱床などの自然由来により有害物質が検出され
ることがありますので、年１回以上は水質検査を
実施するようにしましょう。また、普段から水の
色や味、臭いに注意し、もし異常があれば飲用
を中止して、水質検査を実施してください。
③ 飲用には水道水
　市の水道は滅菌をして、いつでも安全で十分
な量の水を配ることができるよう管理されていま
す。現在は水質のよい自家用の井戸であっても、
今後、汚染される恐れがありますので、炊事用
や飲用水は、水道水に切り替えてご利用いただ
くことをお勧めします。
お問い合わせ
　市役所環境対策課環境対策係	
　☎６３－３１１３
　市役所上下水道課水道維持管理係	
　☎５５－３１１４

第10回佐渡市中学校ものづくり展示会
　市内の中学生が技術・家庭の授業等で製作した木工・電
気作品、被服・幼児のおもちゃ等の作品を一斉に展示して
「ものづくり教育」の促進を図ります。
　生徒が丹精込めて製作した作品をぜひご覧ください。
日時　11月 30日㈯　午前 10時～午後３時
会場　アミューズメント佐渡
主催　佐渡市中学校教育研究会
お問い合わせ
　赤泊中学校（担当：霍間）☎８７－２０３６

　これからの寒い季節は、暖房器具の使用に伴い油の
流出事故が多発します。
　油漏れ事故によって川などに油が流れ込むと、水道
の断水、農業や漁業への被害、環境の汚染などが発生
するおそれがあり、原因者には、対策費用や損害賠償
の請求が行われることがあります。
　油が流出してしまったら、元栓を閉めて流れ出ない
よう応急処置し、最寄りの消防署や市役所、県環境セ
ンターへ速やかに通報してください。
お問い合わせ
　佐渡市消防本部予防課　　　　　☎５１－０１２３
　市役所環境対策課環境対策係　　☎６３－３１１３
　佐渡地域振興局健康福祉環境部環境センター
　　　　　　　　　　　　　　　　☎７４－３４２８

井戸水を
飲用している

皆さまへ ホームタンクから小分け 

する時は 現場を離れないで！

入場
無料


